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泉 南 市 議 会 検　索

▲サザンビーチにて

認定こども園、幼稚園、保育所等特定教育・保育
施設を利用される多子世帯等の負担軽減が拡充

平成28年 第2回定例会

■一般質問　～12名が市政を問う～
■第２回定例会　主な審議内容
■委員会視察報告
■議会報告会の開催
■議員の表彰・義援金送付等のお知らせ
■議案賛否・議案結果
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　平成28年第２回定例会（６月
議会）は、６月９日から６月21
日までの13日間の会期で開催い
たしました。
　本定例会は、都市公園を設置
すべき区域の決定についてをは
じめ、本会議・委員会で活発な
議論が交わされました。
　詳しくは掲載記事をご覧くだ
さい。

　平成28年第２回定例会（６月
議会）は、６月９日から６月21
日までの13日間の会期で開催い
たしました。
　本定例会は、都市公園を設置
すべき区域の決定についてをは
じめ、本会議・委員会で活発な
議論が交わされました。
　詳しくは掲載記事をご覧くだ
さい。

主 

な 

記 

事
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泉 南 市 議 会 中 継本会議のようすはインターネット中継で 検　索

第2回定例会 一般質問第2回定例会 一般質問平成28年

～12名が市政を問う～
　一般質問とは、教育、福祉、財政など市政全般に関して議員が行政側に対して現状や課題、さらには今後の見通しなどについて
聞くことです。毎定例会において議員１人につき１時間の持ち時間を設定し、その中で質問をすることができ、市長等が答弁を行
います。
　今定例会では、12名の議員が市政全般にわたる課題等について一般質問を行いました。

質問をした議員が作成した原稿をそのまま掲載しています。 掲載は質問順です。

一般質問事項

かわ べ            まさる

河部　　優

拓進クラブ 

第２回定例会では教育行政について
　泉南中学校の建て替え事業
　小中一貫教育に対する考え方
　ＡＬＴ（外国語指導助手）の配置状況とめざ
　す方向
　ＩＣＴ教育の成果と課題
　国際理解教育の実践
　特別の教科「道徳」の導入時期
　小中学校における地域連携
　鳴滝第一小学校跡地の問題
以上の質問を行いました。
詳しい内容は議会ホームページをご覧ください。

１.
２.
３.

４.
５.
６.
７.
８.

一般質問事項

みなみ　　　 よしのり

南　　良徳

心政クラブ

1.

2.

3.

4.

危機管理について
樽井防災拠点建設工事と男里浜、岡田
両地区の津波対策
中部ポンプ場改築更新工事の能力について
りんくうタウン整備について
公園整備のPFI 事業とホテル誘致のス
キームは
まち・ひと・しごと創生総合戦略の中で
５つの重点プロジェクトの進捗について
観光振興ビジョンについて　観光協会自
立に向けた取り組みで自主財源確保は

一般質問事項

まつもと      せつ  み

松本　雪美

日本共産党

1.

２.

３.

和泉砂川駅前仮ロータリー建設は地権
者と境界確定し地権者の意向を受け入れ
用地買収を進めていく。
国保加入者のうち所得２００万円以下が
75％。市民一人当たりの納税額は吹田
市２分の１と低所得者層が多い。市の最
高限度額は67万円。一番高い吹田市よ
り22万円も低い。Ｈ30年の国保の府下
統一化で保険税は大幅に引き上げられる
のではと不安が・・・。
Ｈ９年度頃より教育教材備品費は大幅に
削減。市は各学校の実態調査結果を受け
予算を増額すること。

一般質問事項

なり た　　 まさひこ

成田　政彦

日本共産党

　プールの一般開放はプール事故の反省に
たって３年前からは安全第一に運営されて来
ました。しかし教育委員会は今年から利用者
が減った（事実はＨ27年３，０７１人、Ｈ26年
は２，７５０人で減っていない）としてプール開
放予算を１千百万円から８百37万円と削減
したためプールの一般開放を引き受ける業
者はなくプールの一般開放は縮小となりま
す。プール予算は減らさず一般開放は昨年
同様に実施せよ。

一般質問事項

かじもと　　しげ み

梶本　茂躾

無所属

１.

２.
３.

４.

新家駅前、和泉砂川駅前、砂川樫井線延
伸の進捗状況
ふるさと納税
日本型ＤＭＯの先行事例について
①日本型ＤＭＯの先行事例
②泉南市の観光産業創出育成の取組み
③泉南市の活性化と観光産業の位置付
　けについて
社会福祉法人改革の概要
①社会貢献事業の泉南市の現状
②介護保険の要支援１、２の給付サービ
　スの介護保険制度改正による今後につ
　いて（いわゆる新しい総合事業）

１.
２.

３.

４.

5.

6.

女性職員の管理職の拡充を
中学校給食はアンケートを実施し充実を・
食育も大切に
子どもの貧困問題では ・ 就学援助費の全
額支給 ・ 一人親への支援拡充 ・ 子ども食
堂開設を
介護保険総合事業で介護サービスを切
捨てないこと
公共施設等最適化では地域に必要な学
校施設は廃止しないこと
自主防災計画、 訓練への支援を ・ 避難所
の耐震化と防災備蓄の拡充を ・ 危険箇所
を市民に周知し対策を

一般質問事項

わ   け       のぶ  こ

和気　信子

日本共産党



（3）

たけ だ       みつよし

竹田　光良

公明党
おか だ       よし こ

岡田　好子

公明党

　今定例会での私の一般質問は、１.防災減
災について　２.教育について　３.公選法の
一部改正を受けて　４.泉南市の地方創生に
ついて質問しました。大綱１点目では特に、災
害時に防災拠点となる、危機管理課と学校と
の連携強化について取り上げました。また、大
綱２点目では、各学校のＩＣＴ化の計画や、泉中
改築時に導入の教科センター方式のメリット・
デメリットや、熊本地震を教訓に非構造部材
の整備を求めました。

1.

 

2.

3.

4.

健康管理について
①産後ケア　「産後２週間サポート事業」
　の現況と「産後ケア施設」への考え
②子どもの聴覚検査　新生児聴力検査
　費の推奨と助成により早期発見を
食料支援について「フードバンク」食品ロ
スを改善し活用を検討
子どもの安全について
①子どもの見守り「スケアード ・ ストレー
　ト」開催と防犯カメラを設置し安全を
教育について
①教職員のメンタルケア
②小中一貫教育への考え

1.

 
2.

3.

4.

教育
①メディアリテラシー教育について
②学校図書館の充実について
庁内環境
①休日開庁について
②市役所前の掲示板について
③市役所内の掲示物、イベントについて
買い物弱者対策
①本市の考え方について
②商工会と各担当原課との連携について
定住促進
①障がい者、子育て世代にとってのまち
　づくりとは

1.

 
2.

3.

4.

5.

こども医療費助成（通院）は来年度から中
三までに拡充されるが、国や府の補助も
増やさせ、高校卒業までの拡充を求める。
市長の選挙公約である小・中学校のエア
コン設置は来年度には実現すること。
地域コミュニティーをこわす小・中学校の
統廃合は行わないこと。
地域経済活性化へ波及効果が大きい住
宅リフォーム助成制度について研究する
と市が答弁
新家駅海側ロータリーなどの整備について

1.

 

2.

3.

4.

熊本地震の教訓と防災対策について
※本庁舎が直下型地震等で万一使用不
可能時の対策と近隣市町以外との相
互防災協定拡充は
災害支援寄附について
※熊本市災害支援寄附の代理受付と今後
災害が起きた被災地の代理対応は可能か

新家駅下整備について
※20年先を見据えた憩いの場や観光案内所は
市の地方創生事業について
※農業を営む方が興味を持ち参加した方
は現在どれ程か

一般質問事項 一般質問事項

なか お　　  ひろ き

中尾　広城

公明党

ふる や       まさとし

古谷　公俊

無所属
（自由民主党）

一般質問事項 一般質問事項

おおもり　  かず お

大森　和夫

日本共産党
まつ だ　 　ひで よ

松田　英世

無所属

　市政に喝。今回の質問は新火葬場について
予算が否決されその事についての問題を取
上げて質問しました。なぜ審議会の中で参加
企業に対して仮点数と本点数の２回評価を付
けたのかから始まり、その質問の中で20年
の年数が落とした市政への影の大きさ、又次
に続く泉南中学校の新校舎についての色々
な市民の声についても質問をしました。児童
の相談窓口について自分のみで答えをだす
のではなく。

一般質問事項 一般質問事項

地震での市の対策

インターネットで議会の生中継・録画中継が見られます
　泉南市議会では、ユーストリーム(生中継 )とユーチューブ (録画映像 )による議会中継の配信を行っ
ています。
　スマートフォンやタブレット型パソコンからもアクセスが可能です。
　市民の皆様のアクセスをお待ちしております。

泉南市議会ウェブサイト　→　議会中継（ホームページからのアクセス方法）
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■
都
市
公
園
を
設
置
す
べ
き
区
域
の
決

定
に
つ
い
て

（
主
な
内
容
）

　
都
市
公
園
法
の
規
定
に
よ
り
、
都
市

公
園
を
設
置
す
べ
き
区
域
の
決
定
に
つ

い
て
、
今
回
の
都
市
公
園
を
設
置
す
べ

き
区
域
は
、
本
市
り
ん
く
う
南
浜
４
の

２
０
１
ほ
か
と
し
、
そ
の
面
積
は
約

１６
・
４
ヘ
ク
タ
ー
ル
と
す
る
も
の
。

▼
総
務
産
業
常
任
委
員
会
質
疑

　
　
都
市
公
園
設
置
に
関
わ
る
今
後
の

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は

　
　
平
成
２８
年
度
、
平
成
２９
年
度
に
委

託
業
務
で
検
討
。
２９
年
度
中
に
業
務
等

を
決
定
し
、
契
約
完
了
の
予
定
。
３０
年

度
は
計
画
設
計
、
３１
年
度
か
ら
３２
年
度

に
つ
い
て
は
整
備
を
行
い
、
３３
年
度
に

は
最
短
で
公
園
を
全
面
開
設
予
定
。

反
対
討
論
（
本
会
議
）

　
本
議
案
は
り
ん
く
う
公
園
の
管
理

を
市
が
府
に
肩
代
わ
り
し
て
お
こ
な

う
も
の
。
更
に
り
ん
く
う
公
園
を
利

用
し
市
は
ホ
テ
ル
誘
致
を
進
め
て
い

る
。
市
営
よ
り
府
営
が
充
実
し
た
公

園
が
で
き
る
。
府
は
、
２０
年
間
公
園

整
備
を
放
置
し
て
き
た
。
ホ
テ
ル
事

業
者
は
日
帰
り
立
地
に
あ
る
り
ん
く

う
タ
ウ
ン
に
ホ
テ
ル
は
そ
ぐ
わ
な
い

と
い
う
意
見
で
あ
り
、
無
理
し
て
誘

致
す
る
必
要
は
な
い
。

■
泉
南
市
ふ
る
さ
と
泉
南
応
援
寄
附
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に

つ
い
て

（
主
な
内
容
）

　
寄
附
金
を
財
源
と
し
て
行
う
こ
と
が

で
き
る
事
業
の
範
囲
を
限
定
的
に
定
め

て
い
る
が
、
で
き
る
だ
け
寄
附
者
の
想

い
に
応
え
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
そ

の
事
業
の
範
囲
を
広
げ
る
た
め
、
現
行

の
規
定
を
改
め
、
総
合
計
画
の
ま
ち
づ

く
り
の
方
針
に
沿
っ
た
形
で
の
事
業
名

を
規
定
す
る
整
備
を
行
う
も
の
。

▼
総
務
産
業
常
任
委
員
会
質
疑

　
　
寄
附
対
象
事
業
を
、
５
か
ら
１４
に

細
分
化
し
た
理
由
は

　
　
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
が
始
ま
っ

た
平
成
２０
年
、
阪
神
・
淡
路
大
震
災

後
か
ら
時
代
が
変
わ
り
、
安
全
・
安

心
、
あ
る
い
は
子
育
て
支
援
の
強
化

を
求
め
ら
れ
て
き
た
の
と
、
本
市
の

あ
ら
ゆ
る
施
策
に
対
し
て
い
た
だ
い

た
寄
附
を
充
て
ら
れ
る
よ
う
に
、
す

べ
て
の
項
目
に
対
し
て
事
業
と
し
て

列
記
す
る
こ
と
と
し
た
。

賛
成
討
論
（
本
会
議
）

　
寄
附
者
の
立
場
で
１４
項
目
に
す
る
の

は
必
要
。
今
、
高
額
所
得
者
が
「
税
逃

れ
」
に
利
用
す
る
と
の
批
判
も
あ
り
、

返
礼
品
に
つ
い
て
は
金
券
等
の
高
額
な

品
は
や
め
る
よ
う
要
請
さ
れ
て
い
る
。

「
納
税
」
を
め
ぐ
る
問
題
の
背
景
に
は

地
方
経
済
の
衰
退
、
財
源
の
枯
渇
が
あ

り
、
国
に
地
方
交
付
税
を
増
額
し
経
済

を
活
性
化
す
べ
き
と
の
意
見
を
付
し
て

賛
成
。

■
泉
南
市
特
定
教
育
・
保
育
施
設
及
び

特
定
地
域
型
保
育
事
業
の
活
用
に
関
す

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

（
主
な
内
容
）

　
平
成
２８
年
度
に
国
に
お
い
て
実
施

さ
れ
る
幼
児
教
育
の
段
階
的
無
償
化

に
向
け
た
取
組
に
伴
い
、「
低
所
得
世

帯
が
保
育
施
設
等
を
利
用
す
る
際
の

多
子
軽
減
措
置
に
お
け
る
年
齢
制
限

の
見
直
し
」
及
び
「
ひ
と
り
親
世
帯

な
ど
の
特
定
世
帯
に
お
け
る
利
用
者

負
担
額
の
軽
減
措
置
」
を
講
じ
る
必

要
が
生
じ
た
た
め
、
本
条
例
を
提
案

す
る
も
の
。

▼
厚
生
文
教
常
任
委
員
会
質
疑

　
　
今
回
、
年
収
約
３
６
０
万
未
満
の

ご
家
庭
で
、
特
定
世
帯
と
し
て
位
置
づ

　平成28年第２回定例会（６月議会）は、６月９日から６月21日までの13日間の会
期で開催いたしました。
　本定例会に提出された議案の中から、主な質疑、討論を要約してお知らせします。

第　回定例会２第　回定例会２

問答

問

問

答

議
案
第
１
号
　
原
案
可
決

議
案
第
４
号
　
原
案
可
決

議
案
第
３
号
　
原
案
可
決
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け
ら
れ
た
ひ
と
り
親
家
庭
、
障
害
者
を

有
す
る
家
庭
等
が
保
育
料
を
軽
減
さ
れ
る

と
い
う
こ
と
だ
が
、
将
来
的
に
も
っ
と
無

償
化
に
近
づ
く
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
か

　
　
そ
の
と
き
の
国
の
財
政
状
況
等
に
応

じ
て
、
進
捗
状
況
は
変
わ
っ
て
く
る
こ
と

が
予
想
さ
れ
る
。

賛
成
討
論
（
本
会
議
）

　
公
・
私
立
の
幼
稚
園
・
保
育
所
で

①
多
子
軽
減
の
年
齢
制
限
を
見
直
し

②
ひ
と
り
親
世
帯
、
障
害
児
・
者
を

有
す
る
世
帯
等
特
定
世
帯
と
認
め
軽

減
③
ど
れ
も
年
収
３
６
０
万
円
未
満

の
特
定
世
帯
の
軽
減
を
拡
充
④
年
齢

の
制
限
な
く
第
２
子
を
半
額
、
第
３

子
が
無
償
⑤
総
数
４
２
７
名
中
、
７２

名
が
軽
減
措
置
。
保
育
料
減
収
の
２５

％
を
市
が
負
担
。
子
育
て
支
援
に
不

十
分
と
意
見
を
述
べ
る
。

■
平
成
２８
年
度
大
阪
府
泉
南
市
一
般
会

計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

（
主
な
内
容
）

・
「
ふ
る
さ
と
寄
附
推
進
事
業
」

　
　
２３
万
４
千
円
の
増
額

・
「
自
主
防
災
組
織
強
化
事
業
」

　
　
１
９
０
万
円
の
増
額
　

・
「
民
間
保
育
所
等
支
援
事
業
」

　
　
８
２
９
万
６
千
円
の
増
額
　
等

▼
平
成
２８
年
度
予
算
審
査

　
　
　
　
　
　
　
特
別
委
員
会
質
疑

　
　
ふ
る
さ
と
寄
附
推
進
事
業
増
額
の

内
容
は

　
　
広
く
泉
南
の
ふ
る
さ
と
納
税
を
知

っ
て
い
た
だ
く
た
め
の
有
料
サ
イ
ト

「
ふ
る
さ
と
チ
ョ
イ
ス
」
に
情
報
掲
載

す
る
た
め
の
導
入
経
費
と
運
用
経
費
の

こ
と
で
あ
る
。

　
　
自
主
防
災
組
織
強
化
事
業
増
額
の

内
容
は

　
　
市
内
の
自
主
防
災
組
織
等
が
地
域

の
活
動
、
防
災
活
動
の
た
め
に
必
要
な

資
機
材
、
設
備
等
を
購
入
す
る
た
め
増

額
し
た
も
の
。

※
討
論
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

■
学
校
プ
ー
ル
の
一
般
開
放
の
実
施
を

求
め
る
請
願
書

（
主
な
内
容
）

　
子
ど
も
た
ち
の
安
全
を
第
一
に
考
え

た
学
校
プ
ー
ル
の
一
般
開
放
を
求
め
る

も
の
。

▼
厚
生
文
教
常
任
委
員
会
質
疑

　
　
　
　
　
（
紹
介
議
員
へ
の
質
疑
）

　
　
開
放
期
間
開
始
ま
で
に
早
急
に
業

者
を
募
集
、
選
定
す
る
こ
と
に
つ
い
て

の
考
え
は

　
　
第
一
に
安
全
な
プ
ー
ル
の
一
般
開

放
を
行
え
る
よ
う
、
日
に
ち
の
許
す
限

り
教
育
委
員
会
に
は
努
力
を
し
て
い
た

だ
き
た
い
。

賛
成
討
論
（
本
会
議
）

　
教
育
委
員
会
は
、
プ
ー
ル
の
一
般
開

放
を
利
用
す
る
子
ど
も
達
や
市
民
は
減

っ
て
い
な
い
の
に
も
関
わ
ら
ず
（
Ｈ
２７

年
３
０
７
１
人
）
予
算
を
昨
年
の
１
１

０
０
万
円
よ
り
今
年
は
８
３
７
万
円
と

削
減
し
た
為
、
プ
ー
ル
の
一
般
開
放
を

引
き
受
け
る
業
者
が
な
く
こ
の
ま
ま
で

は
今
夏
プ
ー
ル
が
閉
鎖
さ
れ
る
。
教
育

委
員
会
は
昨
年
の
予
算
額
で
プ
ー
ル
開

放
を
す
す
め
よ
。

■
泉
南
市
議
会
議
員
定
数
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
原
案
可
決

（
主
な
内
容
）

　
地
方
創
生
の
取
組
が
進
む
中
、
行
政

と
議
会
の
よ
り
一
層
の
努
力
が
求
め
ら

れ
て
い
る
。
近
隣
市
の
定
数
や
厳
し
い

財
政
状
況
等
を
考
慮
し
２
名
削
減
の
１６

名
が
妥
当
と
し
た
も
の
。

反
対
討
論
（
本
会
議
）

　
地
方
議
会
の
仕
事
・
役
割
は
①
各
地

域
の
住
民
の
意
思
を
代
弁
す
る
②
住
民

に
関
わ
る
「
条
例
」
を
作
る
③
行
政
を

監
視
・
チ
ェ
ッ
ク
す
る
こ
と
で
す
。
理

由
の
「
議
員
数
の
削
減
で
市
財
政
に
寄

与
」
で
は
な
く
借
金
財
政
の
お
お
も
と

に
メ
ス
を
入
れ
る
こ
と
で
す
。
議
会
の

役
割
を
奪
い
、
市
民
の
参
政
権
の
縮
小

等
住
民
自
治
が
侵
さ
れ
る
こ
と
に
強
く

反
対
。

賛
成
討
論
（
本
会
議
）

　
定
数
の
削
減
は
近
隣
市
と
比
較
し
て

も
見
直
す
必
要
が
あ
る
。
行
財
政
改
革

を
行
政
側
に
求
め
る
立
場
と
し
て
議
会

自
ら
も
定
数
を
減
ら
す
こ
と
で
、
そ
の

姿
勢
を
見
せ
る
べ
き
で
あ
る
。
１８
歳
選

挙
権
の
今
、
若
者
に
対
し
議
会
か
ら
の

発
信
は
政
治
へ
の
信
頼
と
な
る
。
少
数

精
鋭
の
議
員
と
し
て
優
れ
た
能
力
を
発

揮
し
、
定
数
削
減
に
新
た
な
議
会
改
革

の
チ
ャ
ン
ス
と
す
る
た
め
賛
成
す
る
。

■
随
意
契
約
に
関
す
る
調
査
特
別
委
員

会
に
関
す
る
動
議

　
　
　
　
　
　
議
長
裁
決
に
よ
り
可
決

（
主
な
内
容
）

　
現
在
設
置
し
て
い
る
「
随
意
契
約
に
関

す
る
調
査
特
別
委
員
会
」
で
さ
ら
に
調
査

を
行
う
た
め
、
地
方
自
治
法
第
９８
条
第
１

項
に
基
づ
く
権
限
に
加
え
、
地
方
自
治
法

第
１
０
０
条
第
１
項
及
び
第
１０
項
の
調
査

権
を
追
加
す
る
た
め
の
も
の
。

※
討
論
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た

問答

問答

問答

答
議
案
第
５
号
　
原
案
可
決

請
願
第
２
号
　
採
択
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委員会の視察報告をします委員会の視察報告をします
　各常任委員会並びに各特別委員会は、所管の課題に対し、行政事務事業の参考とするため、先進自治体等
の事業について調査・研究のための行政視察を行っています。
　平成28年度の行政視察の主な内容は、次のとおりです。

■広島県竹原市「小中一貫教育について」
　竹原市における小中一貫教育について、施設一体型小中一貫校「忠海
学園」を視察しました。保護者代表、地域代表等が構成委員となり忠海中
学校区小中一貫教育校設立検討委員会を立ち上げ、設立準備委員会の各
部会を経て平成27年４月に開校しました。
　市民から信頼される学校づくりを目標に、義務教育９年間を一まとまり
の期間ととらえ、「目標の一貫性」「内容の系統性」「指導の継続性」を踏ま
えながら児童生徒の発達段階に応じた学習指導や生活指導を行う教育を
実施。質の高い教育活動を展開されているとのこと。竹原市情報化教育
推進事業の実施計画やICT活用教育推進計画を策定し、更なる竹原市の
教育の充実を図っていくとのことでした。

■広島県大竹市「小中一貫教育について」
　小中一貫教育を推進している大竹市の「小方学園」を視察しました。道
徳教育、学力向上、生徒指導など各中学校区の特徴を生かした小中一貫
校として平成25年４月に開校しました。
　「かしこく　やさしく　たくましく」を教育目標に、自ら学びともに学び合
う教育活動を実践しており、９年間を見通したカリキュラムと異学年交流学
校行事や地域に学び、地域を学びの場としています。そこでは教育委員会
の果たす役割も大きく、安心・安全な学校づくり、また先生や子どもをつな
いでいくなど大竹市の小中一貫教育の充実に向けた取組を行っていると
のことでした。

厚生文教常任委員会（5月 17日～5月 18日）

▲忠海学園にて

▲小方学園にて

■静岡県焼津市「シティプロモーション推進事業について」
　積極的にシティプロモーション事業を展開し、またふるさと納税制度も
好評の焼津市を視察しました。
　焼津市では、「住み続けたいまち」「住んでみたいまち」「行ってみたいま
ち」と思ってもらえる元気で魅力あふれるまちを目指すシティプロモー
ションを推進しています。ユーチューブやフェイスブックを活用し、庁内横
断組織をたちあげ市職員が自ら動画を投稿するなど積極的な活動を行う
とともに、複数の大学との連携や観光大使の委嘱など定住促進を図って
いるとのこと。またふるさと納税については全国２位の寄附額と、お礼の
品数日本一を誇り、今年度よりふるさと納税課を新たに設置されたとのこ
とでした。

■静岡県藤枝市「エコノミックガーデニング事業について」
　静岡県内地下上昇率１位、また５年連続転入超過率が静岡県内１位等
「選ばれるまち」として発展著しい藤枝市を視察しました。
　藤枝市では、地元中小企業を成長させることにより地域経済を活性化
させる政策であるエコノミックガーデニング事業を導入しています。産、
学、官、民、金など様々な機関や人が一体となり企業ニーズの把握を行
い、藤枝市立駅南図書館内に相談窓口「エフドア」を開設。産業コーディ
ネーターを配置するなど企業間の連携やビジネススキルを向上させる成
果が生まれているとのことでした。

総務産業常任委員会

▲焼津市役所にて

▲藤枝市立駅南図書館（エフドア）にて

（5月 18日～5月 19日）

ただのうみ

おがた
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■北海道北広島市「まちづくりについて（定住促進）」
　定住促進の助成制度やおためし移住など、定住の促進を狙ったまち
づくりについて積極的な展開を行う北広島市を視察しました。
　平成26年４月以降に北広島市内に初めて住宅を購入し、所定の要件
を満たす場合に50万円を交付する「ファーストマイホーム支援制度」で
は、平成26年度は50件、189名、平成27年度は166件、606名の定住
効果があったとのことです。
　また、北広島市に移住を検討する人に対し、市内における生活を体験
する機会を提供することを目的とした「おためし移住制度」も実施。平成
26年度は制度の趣旨をご理解いただいた4組9名、平成27年度は12組
27名の利用実績があったとのことです。
　今後の取組と課題としては、これまで北広島市のまちの発展を牽引し
てきた北広島団地について、国の地方創生加速化交付金を活用した「北
広島団地フェニックスプロジェクト」（住宅施策、教育施策、まちづくり施
策、公共交通施策）を推進する予定とのことでした。

空港等まちづくり対策特別委員会

▲北広島市役所にて

■北海道江別市「まちづくりについて（商店街活性化・野幌商
　店街、EBRI、江別アンテナショップGET’S他）」
　平成21年７月に市民と共にまちづくりを進める自治基本条例が施行
され、平成26年４月からは「えべつ未来づくりビジョン」（第６次江別市総
合計画）がスタートした江別市を視察しました。将来都市像を同条例の
基本理念に基づく「みんなでつくる未来のまち　えべつ」と定め、江別市
に関わるすべての人や団体と協力して、将来にわたって安心して暮らせ
る、活力のあるまちづくりを目指しているとのことです。
　なかでも、商店街活性化等については「江別の顔づくり事業」としてコ
ンパクトな地形性、都市機能の充実による中心市街地活性化と環境に配
慮したまちづくりを推進。また江別市商工業活性化事業補助金の支給や
商店街参入促進事業として各種支援制度を設けるなど、積極的な事業
展開を行っています。
　今後も行政が事業実施に必要な直接経費を補助したり、地域資源に
よる製品等の開発事業を進めていくなど、官民が協力し更なるにぎわい
をもたらせるよう取り組んでいきたいとのことでした。

▲江別市役所にて

■神奈川県秦野市「公共施設再配置の取組について」
　「公共施設の更新問題」に対応するため、平成20年４月専任組織であ
る公共施設再配置計画担当を設置し、公共施設の再配置に着手する秦
野市を視察しました。
　公共施設については今後、高齢化と人口減少が進み財政状況の悪化
が見込まれ、現状のままでは必要性の高い施設まで良好な状態で保て
なくなるなどの課題に直面しています。
　秦野市、泉南市ともにこの先人口減少が予測されるだけに公共施設
更新問題への対応は切迫。今後の行政に求められる対策を進めていき
たいとのことでした。

行財政問題対策特別委員会

▲秦野市役所にて

■神奈川県厚木市「行政評価・外部評価について」
　第９次厚木市総合計画「あつぎ元気プラン」の平成21年４月スタート
にあわせて、施策評価を平成22年度から導入している厚木市を視察し
ました。
　外部評価、事務事業評価もそれぞれ平成20年度、平成17年度より導
入しているが、事務事業評価については評価の仕組みの見直しを実施し
ているとのことでした。
　外部評価委員による事務選考や公募の市民で構成する外部評価モニ
ター制度の導入など、日々外部評価委員や市民の意見を参考に毎年改
善を実施。より効率的・効果的な取組となるよう努めるとともに、今後は
SNS等を活用した周知など、市民に関心をもってもらえるような取組を
検討しているとのことでした。

▲厚木市役所にて

（5月 24日～5月 25日）

（5月 23日～5月 24日）
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議会報告会を開催しました議会報告会を開催しました

　
議
会
報
告
会
と
は
、
議
員
が
直
接
市

民
に
対
し
て
、
定
例
会
や
委
員
会
の
内

容
に
つ
い
て
報
告
を
行
い
、
市
民
か
ら

の
質
問
等
に
お
答
え
す
る
も
の
で
す
。 

　
今
回
は
、
平
成
２８
年
５
月
１５
日（
日
）

午
後
２
時
よ
り
泉
南
市
総
合
福
祉
セ
ン

タ
ー（
あ
い
ぴ
あ
泉
南
）に
て
、
市
民
の

皆
さ
ま
へ
の
市
政
に
関
す
る
情
報
提
供

や
第
１
回
定
例
会（
３
月
議
会
）に
お
け

る
新
年
度
予
算（
平
成
２８
年
度
予
算
）を

は
じ
め
と
す
る
重
要
議
案
の
内
容
報

告
、
さ
ら
に
は
議
会
に
対
す
る
意
見
等

を
聞
く
こ
と
を
目
的
と
し
て
開
催
い
た

し
ま
し
た
。 

　
当
日
は
２２
名
の
方
に
ご
参
加
い
た
だ

き
、
多
数
の
ご
意
見
・
ご
質
問
等
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。
今
後
も
充
実
し
た
議

会
報
告
会
を
開
催
で
き
る
よ
う
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。

■
総
務
産
業
常
任
委
員
会

　
泉
南
市
で
は
、
「
花
笑
み
・
せ
ん
な
ん
総

合
戦
略
」
を
地
方
版
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と

創
生
総
合
戦
略
と
し
て
、
若
い
世
代
の
就

労
・
出
産
・
子
育
て
の
希
望
の
実
現
に
向

け
、
魅
力
あ
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
展
開
し
、

推
進
し
て
い
ま
す
。

　
地
方
創
生
は
、
行
政
や
議
会
の
み
で
進
め

る
も
の
で
は
な
く
、
市
民
が
主
体
、
市
民
と

の
協
同
で
、
将
来
の
泉
南
市
の
姿
を
み
ん
な

で
考
え
、
創
る
も
の
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
、

議
会
と
一
緒
に
考
え
て
い
た
だ
け
る
よ
う
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

■
厚
生
文
教
常
任
委
員
会

　
本
委
員
会
が
所
管
す
る
課
題
で
あ
る「
泉
南

中
学
校
の
老
朽
化
に
伴
う
建
て
替
え
計
画
」、

「
中
学
校
給
食
の
実
施
」
及
び
「
教
育
問
題

審
議
会
の
設
置
」
の
３
点
の
進
捗
状
況
に
つ

い
て
ご
報
告
し
ま
す
。

　
泉
南
中
学
校
の
建
て
替
え
計
画
に
つ
い
て

は
、
平
成
２９
、
３０
年
に
建
設
工
事
を
行
い
、

平
成
３１
年
４
月
の
供
用
開
始
を
予
定
し
て
い

ま
す
。
中
学
校
給
食
に
つ
い
て
は
、
本
年
４

月
よ
り
市
内
４
中
学
校
に
て
ス
タ
ー
ト
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
教
育
問
題
審
議
会
で
は
、

「
泉
南
市
教
育
振
興
基
本
計
画（
案
）」
に
つ

い
て
８
月
を
め
ど
に
新
た
な
委
員
を
加
え

て
、
学
校
規
模
適
正
化
に
つ
い
て
の
審
議
を

始
め
る
予
定
で
す
。

■
平
成
２８
年
度
予
算
審
査
特
別
委
員
会

　
平
成
２８
年
度
の
一
般
会
計
、
６
件
の
特
別

会
計
及
び
企
業
会
計
、
並
び
に
１１
件
の
財
産

区
会
計
の
計
１９
件
の
予
算
が
、
本
特
別
委
員

会
の
審
査
を
経
て
、
本
会
議
に
お
い
て
可
決

成
立
し
ま
し
た
。 

　
平
成
２８
年
度
予
算
案
の
総
額
は
４
３
３
憶

７
３
１
０
万
５
千
円
で
あ
り
、
そ
の
う
ち
一

般
会
計
予
算
の
歳
入
・
歳
出
総
額
は
２
３
３

億
７
４
９
０
万
３
千
円
で
あ
り
、
前
年
度
予

算
と
比
較
し
て
約
９
億
５
６
０
０
万
円
の
増

額
と
な
り
ま
し
た
。

　
　
　
地
方
創
生
に
つ
い
て
、
現
在
ど
の
よ

う
に
な
っ
て
い
る
の
か
。
「
泉
南
・
市
民
ま

ち
づ
く
り
サ
ロ
ン
」
に
出
て
い
る
が
、
出
席

者
は
５
、
６
人
で
あ
る
。
市
民
が
主
体
に
な

っ
て
行
う
と
な
っ
て
い
る
が
、
ま
だ
ま
だ
や

れ
る
こ
と
が
あ
る
の
で
は
。
ま
ち
づ
く
り
サ

ロ
ン
の
結
果
に
つ
い
て
は
、
市
の
ウ
ェ
ブ
サ

イ
ト
及
び
紙
ベ
ー
ス
で
市
役
所
や
公
共
施
設

に
配
布
さ
れ
て
い
る
。
市
会
議
員
の
皆
様

は
、
こ
れ
を
活
用
し
て
市
議
会
で
質
問
を
し

て
い
た
だ
き
た
い
。
高
齢
化
が
進
む
中
で
地

方
創
生
の
重
要
性
は
大
き
い
と
考
え
ま
す
の

で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　
　
　
地
方
創
生
は
、
市
民
が
主
体
に
な
っ

て
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
ま
ち
づ
く
り

だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
ま
ち
づ
く
り
サ
ロ
ン

に
つ
い
て
も
、
参
加
者
が
非
常
に
少
な
い
と

い
う
こ
と
で
す
の
で
、
議
会
と
し
て
参
加
さ

せ
て
い
た
だ
い
た
り
、
あ
ら
ゆ
る
方
向
か
ら

た
く
さ
ん
の
方
が
参
加
し
て
も
ら
え
る
よ
う

に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
な
と
思
い
ま
す
。

地
方
創
生
は
市
民
の
皆
様
が
主
役
だ
と
思
っ

て
い
ま
す
。
わ
が
ま
ち
の
こ
と
で
す
の
で
、

自
分
の
こ
と
だ
と
置
き
換
え
て
い
た
だ
い

て
、
皆
さ
ん
と
一
緒
に
考
え
て
、
議
会
も
一

緒
に
な
っ
て
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

報 

告 

概 

要

質 

疑 

応 

答

質
問

解
答
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市内
0
0
1
0
1
0
9
1

20 歳未満
20代
30代
40代
50代
60代
70代
80代
合　　計

市外
0
0
0
0
0
0
0
0

市内
0
0
1
1
0
1
3
0

市外
0
0
0
0
0
0
0
0

年　　齢
男　性 女　性

12 6

答
9
4
8
0
21

（複数回答あり）
（複数回答あり）

項　　目
市議会だより

市議会ウェブサイト
議員から
その他
合　　計

答
9
2
4
15

項　　目
わかりやすかった
わかりにくかった
どちらとも言えない
合　　計

答
15
0
3
18

項　　目
参加する
参加しない

どちらとも言えない
合　　計

■回答者属性 ■議会報告会の開催をどのようにしてお知りになりましたか。

■内容について
■今後開催する議会報告会への
　参加についてお伺いします。

泉南市議会報告会におけるアンケート結果（概要）
※アンケート集計内容は概要版となります。また、参加者22名中アンケートに回答いただいた方は18名です。

　
　
　
火
葬
場
の
建
設
工
事
に
つ
い
て
１２
月

議
会
で
契
約
議
案
が
否
決
さ
れ
て
い
る
が
、

そ
の
後
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
か
、
ま

た
今
後
の
進
め
方
は
。

　
　
　
現
在
、
泉
南
市
の
担
当
部
署
で
前
回

と
同
じ
「
総
合
評
価
一
般
競
争
入
札
制
度
」

に
基
づ
い
て
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
に
掲

載
し
て
業
者
に
募
集
を
か
け
、
審
査
を
行
っ

て
い
る
と
聞
い
て
お
り
ま
す
。

　
　
　
関
空
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
を
取
り
込
む

こ
と
に
つ
い
て
、
和
歌
山
県
田
辺
市
並
び
に

奈
良
県
十
津
川
村
と
超
広
域
連
携
に
よ
る
取

組
を
実
施
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
が
、

Ｊ
Ｒ
は
大
阪
方
面
か
ら
は
関
空
に
直
通
列
車

が
あ
る
が
、
和
歌
山
方
面
か
ら
の
直
通
列
車

は
な
い
。
Ｊ
Ｒ
と
の
交
渉
で
和
歌
山
方
面
か

ら
直
通
列
車
が
通
る
よ
う
に
は
で
き
な
い
で

し
ょ
う
か
。

　
　
　
和
歌
山
方
面
の
ア
ク
セ
ス
を
し
っ
か

り
整
理
す
る
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
議

長
を
通
し
て
市
長
に
訴
え
な
が
ら
、
Ｊ
Ｒ
に

働
き
か
け
た
い
と
思
い
ま
す
。

解
答

解
答

質
問

質
問
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全国市議会議長会より
松本雪美議員、梶本茂躾議員の２名に対し、

表彰状が授与されました。

全国市議会議長会より
松本雪美議員、梶本茂躾議員の２名に対し、

表彰状が授与されました。

　全国市議会議長会表彰とは、10年以上及び15年以上市議会議員の職にある者又はあった者
に授与されるものです。
　なお、市議会議員として20年以上その職にある者又はあった者は5年毎に表彰されます。今
年度は松本雪美議員が特別表彰（35年在職）、梶本茂躾議員が一般表彰（10年在職）され、そ
れぞれ表彰状が授与されました。

●特別表彰（松本雪美議員） ●一般表彰（梶本茂躾議員）
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　「泉南市議会議員定数条例の一部を改正する条例」が賛成多数で可決されました。平成28年10月23日に執行さ
れる次の一般選挙から適用されます。

最終本会議にて可決された議員提出議案について最終本会議にて可決された議員提出議案について
○泉南市議会議員定数が18名から2名減の16名へ

　現在設置しております地方自治法98条第１項に基づく「随意契約に関する調査特別委員会」において、さらに調査
を進めていくため地方自治法１００条に基づく調査権が加わりました。

○随意契約に関する調査特別委員会の権限が強化

１００条に基づく調査権とは？
　地方公共団体の事務に関わる範囲で起こった事案等に対し、当該事案が発生するに当たっての原因として
組織等に問題がなかったか、背景はどのようなものであるのか、事務の執行が適正に行われていたか、議会が
事務の執行機関とは違う立場から行政の適正執行等を調査することを目的としたものです。

政務活動費収支報告書
公開のお知らせ

政務活動費収支報告書
公開のお知らせ

政務活動費収支報告書
公開のお知らせ

　平成26年度分から泉南市議会ウェブサ
イトにおいて政務活動費収支報告書を公
開することとなりました。
　政務活動費とは、議員がその職責・職務
を果たすために行う調査研究費、その他の
政務活動を支えることを目的に交付される
経費です。現在、泉南市議会での政務活動
費の交付額は１ヶ月あたり３万円です。

　泉南市議会では、平成28年熊本地震災害の被災地復興
の一助とするため、平成28年４月20日（水）に議員互助会費
（私費、議員17名分）から日本赤十字社を通じて義援金10
万円を送付しました。
　また、平成28年第２回定例会の開会日（６月９日）の冒頭
に亡くなられた多くの方々のご冥福をお祈りするとともに
哀悼の意を表し、黙祷を行いました。
　被災された方々に一日でも早く平穏な日が訪れますこと
を願うとともに、市議会としても出来うる支援を全力で行っ
ていこうと考えています。
　市民の皆さまのご協力をよろしくお願いいたします。

ホームページからのアクセス方法
泉南市議会ウェブサイト

↓
情報公開
↓

政務活動費

平成28年

熊本地震災害に対する
義援金について
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平
成
２８
年
第
２
回
定
例
会

が
６
月
９
日
よ
り
開
催
。最
終

日
に「
議
員
定
数
削
減
」「
百
条

調
査
権
を
追
加
す
る
」注
目
あ

る
２
つ
の
議
案
が
出
さ
れ
た
。

活
発
な
質
疑
の
後
に
定
数
削

減
は
賛
成
多
数
で
可
決
、百
条

調
査
に
つ
い
て
は
可
否
同
数

で
議
長
裁
決
に
よ
り
可
決
と

な
り
閉
会
。多
く
の
市
民
の
皆

様
傍
聴
を
頂
き
有
難
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

お
待

ち
していま

す

お
待

ち
していま

す

ご意見
ご感想
ご意見
ご感想

議
会
報
編
集
委
員
会

委
員
長
／
岡
田
好
子

副
委
員
長
／
河
部
　
優

委
　
　
員
／
古
谷
公
俊

　
　
　
　
　
谷
　
展
和

　
　
　
　
　
和
気
信
子

　
　
　
　
　
南
　
良
徳

議　案　番　号 件　　　　　　　名 賛　　　　　否 結　果

都市公園を設置すべき区域の決定について

泉南市議会議員及び泉南市長の選挙における選挙運動用自動車の使用の
公営に関する条例等の一部を改正する条例の制定について

泉南市ふるさと泉南応援寄附条例の一部を改正する条例の制定について

泉南市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の利用に関する条例
の一部を改正する条例の制定について

学校プールの一般開放の実施を求める請願書

平成28年度大阪府泉南市一般会計補正予算（第１号）

泉南市議会議員定数条例の一部を改正する条例の制定に関する動議

随意契約に関する調査特別委員会中間報告について

随意契約に関する調査特別委員会に関する動議

熊本地震による被災者支援、復旧・復興をいっそう強めることを求める意見書について

元海兵隊員の米軍属による女性死体遺棄事件に関する意見書について

学校プールの一般開放を求める決議について
閉会中の継続調査について 全　会　一　致

全　会　一　致

全　会　一　致

全　会　一　致

全　会　一　致

全　会　一　致

全　会　一　致

賛成  12 松田、古谷、谷、田畑、岡田、澁谷、梶本、河部、木下、中尾、竹田、南
反対  4 大森、和気、成田、松本

賛成    8 谷、田畑、岡田、梶本、河部、木下、中尾、竹田
反対    7 松田、古谷、大森、和気、成田、松本、南
退席    1 堀口

賛成  15 松田、古谷、谷、田畑、岡田、澁谷、大森、和気、河部、木下、中尾、竹田、成田、松本、南
反対  11 梶本

賛成    8 松田、古谷、田畑、大森、和気、成田、松本、南
反対    8 谷、岡田、澁谷、梶本、河部、木下、中尾、竹田

賛成  4 大森、和気、成田、松本
反対  12 松田、古谷、谷、田畑、岡田、澁谷、梶本、河部、木下、中尾、竹田、南

議 案 賛 否 一 覧議 案 賛 否 一 覧議 案 賛 否 一 覧

その他の議案結果その他の議案結果その他の議案結果

編
集
後
記

議会だよりに対するご意見・
ご感想をお寄せください。
〒590-0592（住所不要）
泉南市議会事務局
TEL 483-0008
FAX 484-2085
e-mail:gikai@city.sennan.lg.jp

議案第１号

議案第２号

議案第３号

議案第４号

請願第２号

議案第５号

日程追加

議会報告第１号

日程追加

議員提出議案第８号

議員提出議案第９号

議員提出議案第10号

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

採択

原案可決

原案可決

報告済
議長裁決
により可決
原案可決

原案否決

原案可決
継続調査

議　案　番　号 件　　　　　　　名 結　果
例月現金出納検査結果報告 
専決処分の承認を求めるについて（泉南市市税賦課徴収条例等の一部を改正する条例の制定について） 
専決処分の承認を求めるについて（泉南市都市計画税賦課徴収条例の一部を改正する条例の制定について） 
専決処分の承認を求めるについて（泉南市国民健康保険税条例の一部を改正する条例の制定について） 
専決処分の承認を求めるについて（平成27年度大阪府泉南市一般会計補正予算（第７号）） 
平成27年度大阪府泉南市一般会計繰越明許費繰越計算書について 
専決処分の承認を求めるについて（平成28年度大阪府泉南市国民健康保険事業特別会計補正予算（第１号）） 

泉南監報告第２、４、５号
報告第１号
報告第２号
報告第３号
報告第４号
報告第５号
報告第６号

報告済
原案了承
原案了承
原案了承
原案了承
報告済
原案了承

本会議の傍聴について本会議の傍聴について

　本会議は誰でも（児童、乳幼児は議長の許可が必要）自由に傍聴
することができます。車椅子による傍聴も可能です。
　本会議の傍聴を希望される場合は、会議の日の当日に傍聴席入口
の受付で必要事項を記入し、傍聴券を受け取ってください。また、
議案書の貸し出しも行っています。数に限りがありますが、閲覧を
希望される方は傍聴申請時に係員に申し出てください。
　市議会の活動を知り、市政の内容をより理解していただくために
も是非本会議の傍聴にお越しください。９月の本会議から傍聴席が
リニューアルしています。皆さまのお越しをお待ちしています。
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